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イベントの概要

• 北杜市の廃校「(株)ファーマンが管理する旧
高根北小学校」を活用した

スポーツイベント

• ゲーム内容：参加者はハンターから逃走

逃走成功で賞金を獲得

• 参加応募者は６１名

運営を合わせ約７０名が参加したイベント

動画提供：持留和也



狙い、意図

①北杜市にもとからある資源（廃校）を有効活用する。

↓

・北杜市に若者が集まる→北杜市のファンが増える

・廃校利用の事例を作る→今後も廃校の活用が期待される

②イベントを通じて若者同士の交流を生む

↓

・情報共有の場ができる

・トップファンの活動に興味を持ってもらう

③コロナ禍の中の窮屈な生活からの解放



プロジェクト発足の経緯

トップファンに北杜市出身のメンバーが加わる

↓

北杜市で若者が集まるイベントができないか

↓

学生らしくアクティブなイベントを

↓

廃校を使ってスポーツイベントをしよう！



イベントまでの流れ

○プロジェクト発足

○北杜市議会議員との討論会に参加

○廃校を訪れて企画の提案

○同世代を対象にSNS・チラシを活用し集客

○イベント開催

10月

11月

12月

3月

Figure1  集客方法



成果

〇約６０名の若者が参加。

中には廃校の出身者も！

〇高い満足度を得ることができた。

若者の交流、コミュニケーショ
ンを生み出せた。

Figure2  集合写真

Figure3  満足度



成果

コロナが流行って心配である世の中でありますが、このようなスポーツイベントを開いてくれたの
は本当にありがとうございました。

久しぶりに友達や知り合いに会えたり、体を動かすことができました。

雨だからこそ楽しく、盛り上がったこともあたと思う。
次のイベントを楽しみにしています。

母校が有意義で楽しいイベントの舞台になって
うれしかった。

Figure4  次回参加したいか



次回への展望

• 山梨県全体に目を向け資源の活用→その場所のファンを増やす

➢ 資源

廃校 公園

• 韮崎中央公園
• 笛吹川フルーツ公園

• ターゲット範囲の拡大

➢ 県内の若者だけではなく県外の若者もターゲットに

↓
県外から山梨に訪れる



次回への展望

• 交流という観点にも重きをおいたイベント企画

➢ イベント後に交流の場を設ける

➢ イベント中に交流の場を設ける
◆ 待機などの時間

イベント 交流会

若者×若者 若者×企業 企業×企業


